
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
装
鉛
フ
リ
ー
実
装
に
お
け
る
信
頼
性
向
上

　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
装
技
術
は
モ
バ
イ
ル
情
報
通
信
機
器
、
自
動
車
用

車
載
シ
ス
テ
ム
か
ら
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

け
る
技
術
進
化
を
支
え
続
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
電
子
機
器
の
薄
型
化
や
軽

量
化
の
進
展
の
カ
ギ
を
握
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
装
技
術
の
中
で
も
環
境

負
荷
の
低
減
に
貢
献
す
る
「
鉛
フ
リ
ー
実
装
に
お
け
る
信
頼
性
向
上
」
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

群
馬
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
マ
テ
リ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
工
学
分
野
第
二
研
究
室
荘
司
　
郁
夫
教
授

図
２
　
ペ
ー
ス
ト
ぬ
れ

性
試
験
機
に
よ
る
ぬ
れ

挙
動
観
察

図
１
　
鉛
フ
リ
ー
ハ
ン

ダ
に
よ
る
窒
化
処
理
ス

テ
ン
レ
ス
の
侵
食

図
３
　
微
小
試
験
片
に
よ
る
引
張
試
験
後
の
破
面
観
察

図
４
　
ナ
ノ
粒
子

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
印
刷

ナ
ノ
メ
タ
ル
イ
ン
ク
に
よ
る
印
刷
技
術

第
２
世
代
標
準
化
へ
取
り
組
み
進
む

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ８月２２日 月曜日 　　

　
ハ
ン
ダ
接
合
部
の
信
頼
性

に
関
す
る
検
討
も
進
ん
で
い

る
。
低
Ａ
ｇ
ハ
ン
ダ
と
し

て
、
１
％
Ａ
ｇ
ハ
ン
ダ
を
中

心
に
導
入
が
進
ん
で
お
り
、

熱
サ
イ
ク
ル
環
境
で
の
接
合

信
頼
性
が
評
価
さ
れ
て
い

る
。
Ａ
ｇ
量
低
下
に
よ
る
強

度
低
下
対
策
と
し
て
、
Ｓ
Ａ

Ｃ
３
０
５
ハ
ン
ダ
と
同
程
度

の
強
度
を
目
標
と
し
て
、
微

量
元
素
を
添
加
す
る
な
ど
の

工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
。
高

信
頼
性
ハ
ン
ダ
は
い
ま
だ
に

複
数
の
合
金
系
が
検
討
中
で

継
続
研
究
が
必
要
。
接
合
部

の
熱
疲
労
寿
命
予
測
に
関
し

て
は
従
来
の
ス
ズ
鉛
共
晶
ハ

ン
ダ
で
使
用
さ
れ
て
き
た
コ

フ
ィ
ン
・
マ
ン
ソ
ン
の
修
正

式
を
ベ
ー
ス
と
し
て
検
討
さ

れ
て
い
る
。
鉛
フ
リ
ー
ハ
ン

ダ
で
は
熱
疲
労
寿
命
を
予
測

す
る
た
め
の
加
速
係
数

実

使
用
環
境
と
加
速
試
験
で
も

寿
命
比

が
、
実
装
部
品
、

熱
サ
イ
ク
ル
条
件
、
金
属
組

織
な
ど
に
よ
り
影
響
を
受
け

や
す
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
各
種
条
件
が
変
化
す

る
場
合
の
信
頼
性
設
計
に
は

十
分
な
注
意
が
必
要
だ
。

　
報
告
会
以
外
の
話
題
で
ハ

ン
ダ
の
機
械
的
特
性
評
価

に
、
接
合
部
サ
イ
ズ
を
模
し

た
微
小
試
験
片
に
よ
る
試
験

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
微
小
サ
イ
ズ
特
有
の
現

象
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
す
る
。
図
３
は
直
径

０
・
５

の
試
験
片
に
て

引
張
試
験
を
実
施
し
た
と
き

の
破
面
。
ス
ズ
鉛
ハ
ン
ダ
で

は
破
断
部
が
均
一
に
絞
ら
れ

て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
る

が
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
３
０
５
ハ
ン
ダ

で
は
、
破
断
部
は
均
一
に
絞

ら
れ
て
お
ら
ず
、
す
べ
り
面

破
壊
の
特
徴
で
あ
る
リ
ッ
プ

ル

さ
ざ
な
み
模
様

が
確

認
で
き
る
。
こ
れ
は
塑
性
変

形
の
す
べ
り
方
向
が
限
定
さ

れ
る
ス
ズ
の
結
晶
構
造
に
起

因
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
実
装
で
は
鉛
フ
リ

ー
化
以
外
に
も
印
刷
技
術
を

応
用
し
た
プ
リ
ン
テ
ッ
ド
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
も
注
目

し
た
い
。
ナ
ノ
メ
タ
ル
イ
ン

ク
に
よ
る
印
刷
技
術
で
、
電

子
部
品
の
配
線
や
電
極
形
成

に
、
省
材
料
・
省
工
程
、
凹

凸
面
へ
の
適
用
な
ど
の
長
所

が
発
揮
で
き
る

図
４

。

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
フ
ィ
ル
ム
や

ガ
ラ
ス
上
へ
の
パ
タ
ー
ン
形

成
が
可
能
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
へ
の
応
用
が
期
待
で
き

る
。
今
後
は
ハ
ン
ダ
に
限
ら

ず
、
微
小
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
材
料
の
特
性
評
価
が
ま
す

ま
す
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
今
年
７
月
、
電
子
情
報
技

術
産
業
協
会

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ

Ａ

主
催
「
環
境
調
和
型
先

端
実
装
技
術
成
果
報
告
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
ま
で

の
「
鉛
フ
リ
ー
化
活
動
成
果

報
告
会
」
を
引
き
継
ぐ
も
の

で
あ
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
で
は

１
９
９
７
年
か
ら
鉛
フ
リ
ー

ハ
ン
ダ
実
用
化
に
向
け
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
。
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
装
の
鉛
フ

リ
ー
化
活
動
を
続
け
て
き

た
。
鉛
フ
リ
ー
化
普
及
の
目

標
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
、
関
連

の
研
究
活
動
も
次
の
段
階
に

入
っ
た
。
低
コ
ス
ト
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
信
頼
性
向
上
を

考
慮
し
た
環
境
に
優
し
い
先

端
的
実
装
技
術
が
次
の
検
討

課
題
で
あ
る
。
報
告
会
で
は

主
に
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。

　
一
つ
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
フ
ロ
ー
槽
材
料
の

長
期
信
頼
性
に
関
わ
る
各
種

特
性
の
評
価
試
験
方
法
に
関

す
る
標
準
化
」
だ
。
従
来
の

ス
ズ
鉛
共
晶
ハ
ン
ダ
に
比

べ
、
溶
融
鉛
フ
リ
ー
ハ
ン
ダ

に
は
銅
や
鉄
な
ど
の
金
属
材

料
が
溶
解
し
や
す
い
。
フ
ロ

ー
ソ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
は
フ
ロ

ー
槽
の
回
転
ブ
レ
ー
ド
、
ヒ

ー
タ
ー
お
よ
び
容
器
に
使
用

さ
れ
る
ス
テ
ン
レ
ス
が
鉛
フ

リ
ー
ハ
ン
ダ
に
よ
っ
て
侵
食

さ
れ
る
。
容
器
材
の
損
傷
は

溶
け
た
高
温
ハ
ン
ダ
の
漏
出

を
も
た
ら
し
、
操
業
安
全
上

重
要
な
問
題
と
な
る
。
そ
の

た
め
、
２
０
０
７
―

年
度

に
、
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
事
業
で
、

損
傷
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
お

よ
び
抑
止
技
術
の
開
発
を
目

標
と
し
た
研
究
が
進
め
ら
れ

た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
各

種
ス
テ
ン
レ
ス
を
対
象
と
し

た
侵
食
試
験
方
法
の
国
際
提

案
ド
ラ
フ
ト
が
策
定
さ
れ

た
。

　
現
状
の
設
備
で
は
ス
テ
ン

レ
ス
に
表
面
処
理
が
施
さ

れ
、
侵
食
の
発
生
を
抑
制
し

て
い
る
が
、
表
面
処
理
を
施

し
た
材
料
で
も
侵
食
は
発
生

す
る

図
１

。
そ
の
た

め
、

年
度
か
ら
表
面
処
理

を
施
し
た
フ
ロ
ー
槽
材
料
の

評
価
試
験
方
法
の
標
準
化
を

目
指
し
た
前
述
の
研
究
活
動

が
開
始
さ
れ
た
。

　
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
表

面
処
理
を
、
窒
化
処
理
な
ど

の
表
面
拡
散
処
理
タ
イ
プ
と

セ
ラ
ミ
ッ
ク
被
膜
な
ど
の
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
の
二
つ

に
大
別
。
そ
れ
ぞ
れ
の
損
傷

挙
動
を
調
査
し
、
損
傷
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
お
よ
び
評
価

試
験
方
法
の
確
立
を
目
指
し

て
い
る
。
初
年
度
は
両
タ
イ

プ
に
お
け
る
侵
食
発
生
条
件

を
発
見
し
た
。
さ
ら
に
、
溶

接
部
や
ヒ
ー
タ
ー
部
を
模
擬

し
た
試
験
片
を
作
成
し
、
溶

接
お
よ
び
局
部
加
熱
が
侵
食

に
及
ぼ
す
影
響
を
調
査
し
て

い
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

今
年
度
も
継
続
中
で
、
表
面

処
理
材
に
対
す
る
評
価
試
験

方
法
確
立
が
期
待
さ
れ
る
。

　
二
つ
目
は
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
第
２
世
代
リ

フ
ロ
ー
用
鉛
フ
リ
ー
ソ
ル
ダ

ペ
ー
ス
ト
標
準
化
」
。
す
で

に
フ
ロ
ー
用
第
２
世
代
鉛
フ

リ
ー
ハ
ン
ダ
と
し
て
、
Ａ
ｇ

銀

含
有
量
が
１
％
お
よ

び
０
・
３
％
の
低
Ａ
ｇ
ハ
ン

ダ
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
フ

ロ
ー
用
に
続
き
、
要
求
性
能

が
多
岐
に
わ
た
る
リ
フ
ロ
ー

用
ソ
ル
ダ
ペ
ー
ス
ト
の
標
準

化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
リ
フ
ロ

ー
用
ソ
ル
ダ
ペ
ー
ス
ト
を

低
コ
ス
ト
用
Ｓ
ｎ

ス
ズ

―
Ａ
ｇ
―
Ｃ
ｕ

銅

系
低

Ａ
ｇ
ペ
ー
ス
ト

低
温
実
装

用
Ｓ
ｎ
―
Ｂ
ｉ

ビ
ス
マ

ス

系
ペ
ー
ス
ト

高
強
度

高
耐
熱
な
ど
特
定
用
途
用
ペ

ー
ス
ト
―
の
三
つ
に
大
別

し
、
研
究
し
て
い
る
。

　

と

の
ペ
ー
ス
ト
に
つ

い
て
は
電
子
部
品
接
合
部
の

各
種
機
械
的
強
度
が
評
価
さ

れ
、
現
在
の
主
要
鉛
フ
リ
ー

ハ
ン
ダ
の
Ｓ
ｎ
―
３
Ａ
ｇ
―

０
・
５
Ｃ
ｕ

Ｓ
Ａ
Ｃ
３
０

５

の
結
果
と
比
較
。
低
Ａ

ｇ
ペ
ー
ス
ト
は
Ｓ
Ａ
Ｃ
３
０

５
と
比
べ
、
優
位
差
は
認
め

ら
れ
な
い
が
、
Ｓ
ｎ
―
Ｂ
ｉ

系
と
の
混
載
実
装
で
は
強
度

低
下
を
示
す
条
件
が
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
Ｓ
ｎ
―
Ｂ
ｉ
系
ペ
ー
ス
ト

は
低
速
試
験
で
は
優
位
差
は

認
め
ら
れ
な
い
が
、
高
速
試

験
や
曲
げ
試
験
で
は
特
性
が

低
下
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
Ｓ
ｎ
―
Ｂ
ｉ
系
ハ
ン
ダ

は
室
温
の
低
歪
み
速
度
で
の

引
張
試
験
で
は
、
ほ
か
の
鉛

フ
リ
ー
ハ
ン
ダ
と
比
べ
遜そ

ん

色
な
い
延
性
を
示
す
が
、

し
ょ
く

高
歪
み
速
度
や
低
温
で
は
伸

び
が
数
％
程
度
に
低
下
す

る
。
こ
れ
は
耐
衝
撃
性
が
低

い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、

接
合
部
に
お
い
て
も
そ
の
特

性
を
反
映
し
た
結
果
が
確
認

さ
れ
た
。
Ｓ
ｎ
―
Ｂ
ｉ
系
ハ

ン
ダ
の
室
温
で
の
延
性
は
Ａ

ｇ
の
微
量
添
加
で
改
善
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

低
温
脆
性
の
改
善
も
含
め
た

ぜ
い
せ
い

新
組
成
の
研
究
開
発
が
期
待

さ
れ
る
。

　
ソ
ル
ダ
ー
ペ
ー
ス
ト
の
ぬ

れ
性
試
験
法
と
し
て
、
プ
ロ

フ
ァ
イ
ル
加
熱
法
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
図
２
に
１
６
０

８
チ
ッ
プ

１
・
６

×
０

・
８

部
品
で
の
評
価

例
を
示
す
。
図
の
よ
う
に
、

ペ
ー
ス
ト
溶
融
前
と
ぬ
れ
完

了
時
で
は
チ
ッ
プ
部
品
の
高

さ
方
向
の
位
置
が
異
な
る
。

リ
フ
ロ
ー
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の

加
熱
過
程
で
の
部
品
の
位
置

変
化
を
レ
ー
ザ
ー
変
位
計
で

測
定
す
る
こ
と
で
、
ぬ
れ
挙

動
の
評
価
が
可
能
だ
。
ペ
ー

ス
ト
溶
融
開
始
か
ら
ぬ
れ
完

了
ま
で
の
時
間
と
ペ
ー
ス
ト

の
電
極
へ
の
ぬ
れ
広
が
り
速

さ
が
評
価
で
き
る
。
本
試
験

法
は
ソ
ル
ダ
ー
ペ
ー
ス
ト
だ

け
で
な
く
、
電
子
部
品
の
電

極
材
評
価
に
も
有
効
で
あ

り
、
関
連
規
格
へ
の
標
準
化

を
目
指
し
て
い
る
。


